
Vol.153Vol.153
女4,900人
男4,483人

【３月末現在】

平成22年４月26日発行

人口　9,388人

上峰小学校入学式

◎議案審議から
◎予算特別委員会報告
◎平成２１年度補正予算
◎平成２２年度一般会計予算

Ｐ２〜５
Ｐ６〜８

Ｐ９
Ｐ１０〜１１

◎議案賛否表
◎一般質問
◎議会活動

Ｐ１２
Ｐ１３〜１９
Ｐ２０〜２１

平成22年3月定例会



第 １５３ 号 上 峰 町 議 会 だ よ り 平成２２年４月２６日発行 ２（　）

　

花
の
便
り
も
聞
か
れ
、
野
も

山
も
人
の
営
み
も
、
に
わ
か
に

動
き
出
す
季
節
、
皆
様
に
は
爽

や
か
な
日
々
を
お
過
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成　
年
第
１
回
定

２２

例
議
会
は
３
月
５
日
か
ら　
日
１９

ま
で
の　
日
間
の
会
期
に
て
年

１５

度
を
締
め
る
補
正
予
算
案
や
平

成　
年
度
の
町
の
方
向
性
を
定

２２
め
る
当
初
予
算
案
な
ど
を
含
め

　

議
案
を
も
っ
て
開
会
し
ま
し

３０た
。

　

武
廣
町
長
が
就
任
し
て
以
降

色
々
な
意
味
で
マ
ス
コ
ミ
を
賑

わ
す
以
外
、
こ
れ
と
い
っ
た
町

政
の
成
果
も
な
い
ま
ま
過
ぎ

去
っ
た
１
年
で
あ
り
、
真
の
意

味
で
の
、
新
た
な
町
づ
く
り
を

な
す
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
議

員
全
員
で
構
成
す
る
特
別
委
員

会
を
設
け
て
集
中
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
で
あ
る
こ
と
は

百
も
承
知
で
あ
る
こ
と
か
ら
議

員
報
酬
の
継
続
削
減
と
、
福

祉
・
教
育
へ
の
充
実
を
図
ろ
う

と
す
る
議
会
に
対
し
て
ガ
チ
ン

コ
だ
と
考
え
る
武
廣
町
長
と
は
、

議
会
と
し
て
の
二
元
代
表
制
の

原
理
に
鑑
み
て
も
政
策
面
に
お

い
て
も
隔
た
り
や
距
離
感
は
否

定
で
き
ず
、
い
く
度
と
な
く
討

論
・
調
整
を
図
っ
て
の
採
決
と

な
り
ま
し
た
。
す
で
に
承
知
の

よ
う
に
今
議
会
で
は
、
副
町
長

選
任
案
・
高
齢
者
長
寿
祝
い
金

の
減
額
案
・
特
別
職
報
酬
の
一

部
改
正
案
な
ど
５
議
案
に
つ
い

て
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
た

め
必
要
性
や
新
た
な
歳
出
を
疑

問
視
す
る
観
点
か
ら
全
員
一
致

で
こ
れ
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
部
報
道
で
削
減
に

逆
行
す
る
と
指
摘
の
あ
っ
た
副

町
長
の
給
料
及
び
教
育
長
の
給

料
の
一
部
改
正
案
に
つ
い
て
は

後
日
、
臨
時
議
会
に
て　
％
削

２０

減
を
し
、
歳
出
削
減
の
一
助
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
は
町
長
と
と
も
に
本
町

を
支
え
る
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
っ
て
お
り
、
政
策
立
案
・

行
政
の
監
視
・
情
報
公
開
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
町
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
と
ら
え
、
議
会
を
わ

か
り
や
す
く
町
政
に
反
映
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
今

議
会
に
お
い
て
「
上
峰
町
議
会

基
本
条
例
制
定
に
関
す
る
決

議
」
を
し
、
議
会
の
機
能
強
化

と
、
町
民
に
開
か
れ
た
、
よ
り

透
明
性
の
高
い
議
会
を
目
指
し
、

議
会
改
革
に
取
り
組
み
、
町
民

の
皆
様
の
負
託
を
受
け
た
私
た

ち
議
会
議
員
は
、
そ
の
責
務
と

役
割
の
重
大
さ
を
深
く
自
覚
し
、

清
新
で
活
発
な
議
会
活
動
に
取

り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
町
政
・
町
議
会

に
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆

様
が
積
極
的
に
ご
意
見
な
ど
を

寄
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

議長 吉富　　隆

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議
案
審
議

　

平
成　

年
１
月　

日
に
第
１
回
臨
時
会
開
催
、
平
成　

年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
５
日
か
ら
３
月　

日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
１
号
議
案

２２

２７

２２

１９

か
ら　

号
議
案
ま
で
平
成　

年
度
補
正
予
算
・
条
例
改
正
・
請
願
・
委
員
会
報
告
・
決
議
案
を
含
め
て
審
議
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度
一
般

３３

２１

２２

会
計
予
算
は
特
別
委
員
会
で
、
厳
し
い
財
政
を
ふ
ま
え
５
日
間
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成　

年
３
月　

日
に
第
２
回
臨
時
会
を

２２

２６

開
催
し
、　

号
議
案
か
ら　

号
議
案
を
審
議
し
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

３４

３７

平

成

22

年

臨

時

会
，
定

例

会

（
全
員
賛
成
）

鳥
栖
・
三
養
基
西
部
環
境
施

鳥
栖
・
三
養
基
西
部
環
境
施
設設

組
合
規
約
の
変

組
合
規
約
の
変
更更
（
ご
み
処
理
施
設

（
ご
み
処
理
施
設
））

（
平
成

年
４
月
１
日
施
行

（
平
成　

年
４
月
１
日
施
行
））

２２２２

（
全
員
賛
成
）

鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組

鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合合

規
約
の
変
更

規
約
の
変
更　
　
　
    （
介
護
保
険
）

（
介
護
保
険
）

（
平
成

年
４
月
１
日
施
行

（
平
成　

年
４
月
１
日
施
行
））

２２２２

　

右
記
、
２
議
案
は
い
ず
れ
も
平
成　
年
度
か
ら
、
み
や
き
町
合
併

２２

に
よ
る
構
成
団
体
の
負
担
金
割
合
を
変
更
す
る
内
容
で
す
。

単位：千円ごみ処理施設均等割の調整
Ｈ２４Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１
 ３７，１２４ ５１，９７４ ６０，８８４ ６６，８２４み や き 町
 ３７，１２４ ２９，６９９ ２５，２４４ ２２，２７４鳥 栖 市
 ３７，１２４ ２９，６９９ ２５，２４４ ２２，２７４上 峰 町
１１１，３７２１１１，３７２１１１，３７２１１１，３７２合　 計
　０％ ５０％ ８０％１００％逓 減 率

単位：千円介護保険事業均等割の調整
Ｈ２４Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１
 ５４，９７１ ４５，８０９ ４０，３１２ ３６，６４７鳥 栖 市
 ５４，９７１ ４５，８０９ ４０，３１２ ３６，６４７基 山 町
 ５４，９７１ ８２，４５６ ９８，９４７１０９，９４２み や き 町
 ５４，９７１ ４５，８０９ ４０，３１２ ３６，６４７上 峰 町
２１９，８８４２１９，８８３２１９，８８３２１９，８８３合　 計
　０％ ５０％ ８０％１００％逓 減 率
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（
全
員
反
対
）

　

非
常
勤
特
別
職
の
支
給
特
例
額
を
、
平
成　
年
４
月
か
ら
平
成　

２２

２３

年
３
月
ま
で
、　
％
削
減
か
ら
５
％
削
減
に
改
正
す
る
も
の
。

１０

（
全
員
反
対
）

　

現
在
長
寿
祝
い
金
は
、
節
目
の
年
齢
時
に
支
給
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
支
給
額
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

奇跡おこらず奇跡おこらず
副町長人事案

全員反対　他に４議案全員反対　他に４議案

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報報

酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
額
の
特
例

酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
額
の
特
例
にに

関
す
る
条
例
の
改

関
す
る
条
例
の
改
正正

反

対

討

論

　

こ
の
条
例
は
規
則
に
規
定
の
な
い
特
別
職
及
び
任
務
が
重
複
す
る

者
に
対
し
て
報
酬
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
反
対
を
し
ま

す
。

（
全
員
反
対
）

　

副
町
長
の
給
料
の
支
給
額
の
規
定
を
、　
％
削
減
か
ら　
％
削
減

１５

１０

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。
期
間
は
平
成　
年
４
月
か
ら
平
成　
年
３

２２

２３

月
ま
で
。

上
峰
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
の
支

上
峰
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
の
支
給給

額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改

額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改
正正

反

対

討

論

（
全
員
反
対
）

　

教
育
長
の
給
料
の
支
給
額
の
規
定
を
、　
％
削
減
か
ら　
％
削
減

１５

１０

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。
期
間
は
平
成　
年
４
月
か
ら
平
成　
年
３

２２

２３

月
ま
で
。

上
峰
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
料
の

上
峰
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
料
の
支支

給
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改

給
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改
正正

反

対

討

論

１２３４

満　

歳
（
古
希
）
の
者

７０
満　

歳
（
喜
寿
）
の
者

７７
満　

歳
（
米
寿
）
の
者

８８
満　

歳
（
白
寿
）
の
者

９９

８
千
円
を
５
千
円

１
万
５
千
円
を
１
万
円

２
万
５
千
円
を
２
万
円

３
万
５
千
円
を
３
万
円

反

対

討

論

長
寿
祝
い
金
支
給
条
例
の
改

長
寿
祝
い
金
支
給
条
例
の
改
正正

副
町
長
の
選
任
に
つ
い

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
てて

　

町
長
給
与
削
減
時
に
財
政
再
建
の
た
め
、
議
会
は
み
ん
な
で
痛
み

を
分
か
ち
合
っ
て
取
り
組
む
よ
う
言
っ
て
き
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政

状
況
を
考
え
る
と
、
今
は
み
ん
な
我
慢
を
し
て
財
政
再
建
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
の
で
反
対
し
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
を
考
え
る
上
で
、
町
長
給
与　
％
カ
ッ
ト
に
対
し
、

５０

教
育
長　
％
カ
ッ
ト
は
整
合
性
が
な
い
と
思
い
ま
す
、
よ
っ
て
反
対

１０

し
ま
す
。

　

今
年
度
は
特
別
職
の
報
酬
、
教
育
長
の
給
料
ア
ッ
プ
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
長
寿
祝
い
金
は
、
お
年
寄
り
が
本
当
に
楽
し
み
に
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
お
年
寄
り
の
長
寿
祝
い
金
を
削
る
こ

と
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
反
対
し
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
の
な
か
、
副
町
長
人
件
費
年
間
１
千　
万
円
強
は
、

３００

財
政
健
全
化
に
逆
行
し
て
い
る
た
め
、
現
況
は
有
能
な
課
長
を
活
用

す
べ
き
で
あ
る
。

議
案
審
議
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議
案
審
議

第
１
回
定
例
会
の
否
決
議

案
を
第
２
回
臨
時
会
で

修
正
可
決

（
全
員
賛
成
）

職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す

職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
るる

条
例
の
改
正

条
例
の
改
正　
　

（
平
成

（
平
成　

年
４
月
１
日
よ
り

年
４
月
１
日
よ
り
））

２２２２

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
職
員
の
超
過
勤
務
の
一
定
時

間
を
越
え
た
時
間
に
つ
い
て
、
割
増
手
当
分
を
休
暇
取
扱
い
で
き
る

制
度
で
す
。

（
全
員
賛
成
）

　

事
業
所
の
下
水
処
理
施
設
使
用
料
金
の
改
正
で
す
。

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
びび

管
理
に
関
す
る
条
例
の
改

管
理
に
関
す
る
条
例
の
改
正正

（
平
成

年
４
月
１
日
よ
り

（
平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
））

２２２２

（
全
員
賛
成
）

引

き

続

き

給

料

減

引

き

続

き

給

料

減

額額

 
 
期
間
は
平
成　

年
４
月
か
ら

２２

平
成　

年
３
月
ま
で
。

２３

２０％減

副町長
教育長

１５％減

議会議員

（
全
員
賛
成
）

特
別
職
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

特
別
職
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
びび

費
用
弁
償
の
支
給
額
の
特
例
に
関
す

費
用
弁
償
の
支
給
額
の
特
例
に
関
す
るる

条
例
の
改

条
例
の
改
正正

　

現
在
支
給
し
て
い
る
の
を
、
平
成　
年
３
月　
日
ま
で
１
年
間
延

２３

３１

長
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

特
別
職
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

特
別
職
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
びび

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
改

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
改
正正

　

報
酬
等
を
支
払
う
べ
き
非
常
勤
特
別
職
の
名
称
等
を
正
規
の
名
称

に
改
め
る
。

（
全
員
賛
成
）

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正正

（
平
（
平
成成　

年
４
月
１
日
よ
り

年
４
月
１
日
よ
り
））

２２２２

　

職
員
の
超
過
勤
務
時
間
に
つ
い
て
、
月
に　
時
間
を
超
え
た
場
合

６０

に
は
そ
の
超
え
た
時
間
に
つ
い
て
、
手
当
を
割
増
支
給
す
る
こ
と
を

規
定
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

一
般
職
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

一
般
職
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
のの

改
正
改
正　
　
　
　
　

（
平
成

（
平
成　

年
４
月
１
日
よ
り

年
４
月
１
日
よ
り
））

２２２２

　

一
般
職
員
の
給
料
の
支
給
額
を
、
平
成　
年
度
は
４
％
（
管
理
職

２１

６
％
）削
減
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　
年
度
に
お
い
て
は
２
％（
管

２２

理
職
３
％
）
削
減
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
条
例
改

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
条
例
改
正正

　

総
合
病
院
に
お
い
て
、
診
療
科
ご
と
に
一
部
負
担
を
し
て
い
た
も

の
が
一
度
の
負
担
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
でで

き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の
改

き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の
改
正正

（
平
（
平
成成　

年
４
月
１
日
よ
り

年
４
月
１
日
よ
り
））

２２２２

　

町
税
や
料
金
等
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
業
務
を
平
成　
年
度
か
ら
開
始

２２

す
る
た
め
、
収
納
事
務
業
務
に
つ
い
て
長
期
継
続
契
約
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
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議
案
審
議

紹
介
議
員　
　

井　

上　

正　

宣

 
件
名 　
大
字
堤
地
区
へ
の
火
災
時
等
緊
急
サ
イ
レ
ン
設
備
の
設
置

　
　

主主  
なな  
意意  
見見　

　

上
峰
町
の
地
形
が
南
北
に
細
長
い
こ
と
に
よ
り
、
大
字
堤
地
区

で
は
ほ
と
ん
ど
サ
イ
レ
ン
音
が
聞
き
取
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、
団

員
の
出
動
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。
火
災
発
生
時
に
お
け

る
消
防
団
の
迅
速
な
活
動
を
確
保
す
る
た
め
に
、
大
字
堤
地
区
へ

の
サ
イ
レ
ン
設
備
の
設
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

請
願
者　

上
峰
町
消
防
団　
　
　

団　
長　
大　
坪　
安　
彦

副
団
長　
中　
山　
英　
樹

副
団
長　
手　
塚　
邦　
明

請　
　

願

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
付

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
付
託託

（
全
員
賛
成
）

委
員
長　
井　
上　
正　
宣

副
委
員
長　
岡　
　
　
光　
廣

記

 
一
、
調
査
事
項 

　

１
上
峰
町
職
員
採
用
試
験
に

関
す
る
事
項

　

２
電
気
通
信
事
業
法
に
関
す

る
事
項

 
調
査
権
限

　

本
議
会
は
、
一
に
掲
げ
る

事
項
の
調
査
を
行
う
た
め
、

地
方
自
治
法
第　
条
第
１
項

１００

（
及
び
同
法
第　
条
第
１
項
）

９８

の
権
限
を
上
峰
町
職
員
採
用

試
験
及
び
電
気
通
信
事
業
法

等
調
査
特
別
委
員
会
に
委
任

す
る
。

 
調
査
期
限

　

調
査
特
別
委
員
会
は
一
に

掲
げ
る
調
査
が
終
了
す
る
ま

で
閉
会
中
も
な
お
調
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

 
調
査
経
費

　

本
調
査
に
要
す
る
経
費
は

　

万
円
以
内
と
す
る
。

１５０

請
願
審
査
報
告

（
採　

択
）

　
　
　
　

振
興
常
任
委
員
会委

員
長　

矢
動
丸　
 
　

文

 
件
名 　
請
願
第
６
号
排
水
路
整
備
に
つ
い
て

　
　

主主  
なな  
意意  
見見　

　

土
地
改
良
区
、
上
峰
町
が
一
体
と
な
り
整
備
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
が
、
補
助
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
、
ま
た
、
雑
草
に
つ
い
て

は
地
区
で
対
応
さ
れ
た
い
。

上
峰
町　
　
　
　
　

議
会
基
本
条
例
制
定

提
出
者　
井　
上　
正　
宣

賛
同
者　
漆　
原　
悦　
子

岡　
　
　
光　
廣

矢
動
丸　
 
　
文

賛
同
者　
原　
槙　
和　
彦

松　
田　
俊　
和

中　
山　
五　
雄

伊　
東　
盛　
雄

上
峰
町
議
会
基
本
条
例
制
定
に
関

上
峰
町
議
会
基
本
条
例
制
定
に
関
すす

る
決
る
決
議議

　

地
方
分
権
改
革（
地
域
主
権
）

に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
自

己
決
定
と
責
任
の
範
囲
が
一
層

拡
大
す
る
中
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
議
会
は
、
政
策
立

案
、
行
政
の
監
視
、
情
報
公
開

な
ど
わ
か
り
や
す
い
議
会
を
作

る
た
め
の
活
動
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
上
峰
町
議

会
に
お
い
て
は
下
記
の
と
お
り

遵
守
事
項
を
設
け
、
住
民
の
負

託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
を
築
い

て
い
く
。

記

・
積
極
的
な
情
報
公
開

　

・
議
会
活
動
へ
の
町
民
の
参

加
の
推
進

・
自
由
討
議
の
推
進

　

・
議
員
自
身
の
自
己
研
鑽
と

資
質
の
向
上

・
公
正
性
と
透
明
性
の
確
保

・
政
治
倫
理
の
遵
守

以
上
決
議
す
る
。

平
成　
年
３
月　
日

２２

１９

上
峰
町
議
会

100条調査特別委員会100条調査特別委員会
全員賛成で設置議決

（
全
員
賛
成
）
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平
成　
年
３
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付

２２

託
さ
れ
た
議
案
第　
号
平
成　
年
度
上
峰
町
一
般
会
計
予
算
に
つ

２５

２２

い
て
、
３
月
８
日
、
９
日
、　
日
、　
日
、　
日
の
５
日
間
、
委

１０

１１

１２

員
会
を
開
催
し
た
の
で
、
そ
の
経
過
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
採
決
の
結
果
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

質
疑
終
結
の
あ
と
直
ち
に
採
決
を
と
り
、
全
員
賛
成
を
も
っ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
審
議
の
過
程
で
の
主
な
質
疑
・
意
見
お
よ
び
要
望
は

下
記
の
通
り
で
す
。

　

今
回
の
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
全
般
的
に
執
行
部
の
意
見
調
整

が
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
は
各
課
協
議
を
密
に
し
意
見
統
一
を
図

り
、
業
務
遂
行
に
努
め
る
べ
き
と
の
全
体
的
意
見
が
あ
っ
た
。

　
 
歳 
入 

町
税
の
落
ち
込
み
が
あ
る
が
、
内
訳
の
説
明
を
求
め
る
。

前
年
比
８
千　
万
５
千
円
の
減
で
す
が
、
宅
地
造
成
お
よ

２１９

び
家
屋
の
新
築
な
ど
で
固
定
資
産
の
一
部
増
加
も
あ
り
ま

す
が
、
主
に
景
気
低
迷
に
よ
る
法
人
町
民
税
額
が
前
年
比

約
６
割
の
減
収
。

国
有
提
供
施
設
所
在
市
町
村
交
付
金
は
、
増
額
す
る
よ
う

交
渉
、
陳
情
に
努
力
す
る
こ
と
。

関
係
機
関
へ
の
要
請
、
陳
情
に
努
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ

と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

過
年
度
滞
納
に
つ
い
て
は
、
不
納
欠
損
と
な
ら
な
い
よ
う

に
努
力
を
求
め
る
。

佐
賀
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
町

独
自
で
も
滞
納
者
に
対
し
て
分
納
誓
約
や
差
押
え
な
ど
に

よ
り
、
時
効
の
成
立
が
な
い
よ
う
に
徴
収
に
全
力
を
挙
げ

て
い
き
た
い
。

物
品
売
り
払
い
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
を
利
用
し
て

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ
と
。

少
し
で
も
高
く
売
る
方
法
を
研
究
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
は
、
診
療
機
関
で
の
現
物
給

付
を
県
に
要
望
し
て
欲
し
い
。

県
内
の
市
町
の
動
向
を
見
な
が
ら
近
隣
市
町
と
足
並
み
を

揃
え
た
と
こ
ろ
で
要
望
し
て
い
き
た
い
。

権
限
委
譲
交
付
金
の
対
象
と
な
る
事
務
件
数
は
、
ど
の
位

あ
る
の
か
説
明
を
求
め
る
。

　

件
で　
万
円
で
す
。

２１

７２

住
宅
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
住
宅
運
営

委
員
会
を
開
催
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

速
や
か
に
住
宅
運
営
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

住
宅
使
用
料
の
滞
納
状
況
説
明
を
求
め
る
。

平
成　
年
度
以
前
の
滞
納
状
況
は
約
１
千
万
円
の
繰
越
分

２０

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の
滞
納
の
最
終
見
込
み
額

と
し
て
は
約　
万
円
で
す
。

９７０

滞
納
者
に
つ
い
て
は
徴
収
に
出
向
き
減
額
に
努
め
ま
す
。

給
食
費
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
時
効
な
ど
の
措
置
に
な
ら

な
い
よ
う
分
納
誓
約
書
な
ど
を
整
備
し
努
力
を
求
め
る
。

努
力
し
ま
す
。

町
有
地
の
有
効
活
用
、
売
却
等
税
収
増
に
努
め
る
こ
と
。

売
却
可
能
物
件
の
処
分
に
努
め
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告
書

平　成
２２年度
平　成
２２年度

QA

委 
員 
長　

岡　
　
　

光　

廣

QAQA

QAQAQAQA

A

QA

QA

QA

予
算
特
別
委
員
会
報
告

Q
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歳 
出 

総
務
課

区
長
会
代
表
手
当
は
、
条
例
と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
。

区
長
設
置
に
関
す
る
規
定
の
中
で
、
区
長
代
表
の
位
置
づ

け
を
明
確
に
し
、
ま
た
、
そ
の
報
酬
の
支
給
規
定
を
明
確

に
し
ま
す
。

時
間
外
手
当
は
、
年
間
業
務
量
を
考
慮
し
て
予
算
化
す
べ

き
。

時
間
外
勤
務
は
極
力
抑
え
る
よ
う
に
努
力
し
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
考
慮
し
て
予
算
の
配
分
を
し
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
設
置
は
、
犯
罪
率
の
低
下
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
る
青
色
蛍
光
灯
の
採
用
を
検
討
さ
れ
た
い
。

青
色
蛍
光
灯
に
つ
い
て
、
そ
の
価
格
な
ど
を
調
査
比
較
し

な
が
ら
、
防
犯
灯
の
新
設
分
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

企
画
課

西
鉄
バ
ス
鳥
栖
・
神
埼
線
負
担
金
の
説
明
を
求
め
る
。

利
用
者
の
激
減
に
よ
り
、
西
鉄
は
バ
ス
を
小
型
化
し
経
費

節
減
を
図
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
赤
字
が
増
加
し
て
い
る
。

す
べ
て
の
施
設
に
お
い
て
、
光
熱
水
費
は
節
約
に
努
め
る

こ
と
。

節
約
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

税
務
課

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
の
向
上
に
は
有
効

な
手
段
だ
が
、
１
件
あ
た
り　

円
の
手
数
料
が
か
か
る
こ

６０

と
に
つ
い
て
も
周
知
を
図
る
こ
と
。

町
の
広
報
誌
（
４
・
５
月
号
）
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
内
容

と
併
せ
て
、
手
数
料
の
町
負
担
に
つ
い
て
は
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
納
税
通
知
の
際
に
も
各
個
人
に
周
知
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

住
民
課

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
騒
音
測
定
は
、
測
定
箇
所
の
変
更
を
検

討
し
て
欲
し
い
。

県
と
の
調
整
を
図
り
変
更
の
検
討
を
し
た
い
。

戸
籍
の
電
算
化
は
、
早
急
に
着
手
す
べ
き
。

戸
籍
の
電
算
化
は
事
業
費
が
非
常
に
大
き
い
た
め
、
早
期

に
着
手
で
き
る
よ
う
リ
ー
ス
契
約
な
ど
安
価
で
で
き
る
方

法
を
検
討
し
、
財
政
係
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

資
源
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
分
別
の
仕
方
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
広
報
す
る
よ
う
求
め
る
。

Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
等
で
分
か
り
や
す
い
分
別
方
法
の
周
知
を

図
り
ま
す
。

衛
生
班
長
手
当
は
、
条
例
と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
。

今
後
条
例
と
の
整
合
性
を
図
り
ま
す
。

福
祉
課

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
の
削
減
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
が
委

託
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
補
助
金
を
削
減
し
ま
し
た
。

福
祉
関
係
の
予
算
は
、
弱
者
救
済
の
意
味
も
あ
る
の
で
削

減
す
べ
き
で
は
な
い
。

町
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
で
き
る
限
り
福
祉
関
係
は
充
実

し
た
い
。

QAQAQAQA

QAQAQA

QAQAQA

QA

QA

予
算
特
別
委
員
会
報
告

予算特別委員会
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建
設
課

町
道
雑
草
伐
採
の
回
数
、
単
価
、
時
期
の
検
討
を
求
め
る
。

年
に
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
単
価
は
平
成　
年
度
実
績
で

２１

㎡
当
り
約　
円
で
す
。

１３５

来
年
度
は
早
期
発
注
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
安
全
課

青
色
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
時
間
、
行
程
は
再
考
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

最
も
効
果
的
な
時
間
帯
お
よ
び
行
程
で
の
実
施
を
検
討
し

ま
す
。

健
康
増
進
課

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
接
種
対
象
の
説
明
を
求
め
る
。

接
種
対
象
：
国
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
基
本
方
針
」
が
平
成　
年　
月　
日
付
け
で
改
定
さ

２１

１２

１５

れ
、
優
先
接
種
対
象
者
に
加
え
て
、
健
康
な
成
人
の
方
も

接
種
対
象
と
な
っ
た
。

＊
佐
賀
県
は
、
平
成　
年
１
月　
日
か
ら
接
種
可
能

２２

２１

産
業
商
工
課

有
害
鳥
獣
駆
除
委
託
料
に
つ
い
て
、
委
託
先
な
ど
の
説
明

を
求
め
る
。

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
防
止
の
た
め
、
猟
友
会
に

駆
除
の
委
託
を
し
て
い
ま
す
。

森
林
基
幹
道
九
千
部
山
横
断
線
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
の
財
政
状
況
を
考
え
ま
す
と
、
か
な
り
厳
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

鳥
栖
農
林
事
務
所
に
お
い
て
、
概
算
の
設
計
金
額
は
、
約

１
千　
万
円
の
事
業
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
単
事
業
で

１６０

災
害
復
旧
工
事
を
す
る
と
町
が　
％
の
負
担
と
な
り
、
ま

４０

た
実
施
設
計
費
も
町
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
実

施
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
課

学
校
給
食
の
栄
養
士
は
、
嘱
託
で
対
応
せ
ず
に
正
規
職
員

で
す
べ
き
。

平
成　
年
１
月
よ
り
臨
時
か
ら
嘱
託
職
員
に
改
善
し
た
ば

２２

か
り
で
あ
り
今
後
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
民
営
化
の
効
果
説
明
を
求
め
る
。

経
費
的
に
は
、民
間
委
託
に
な
り
直
営
時
の
燃
料
費・消
耗

品
が
無
く
な
り
そ
の
分
の
経
費
が
い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
修
繕
費
の
内
訳
説
明
を
求
め
る
。

小
・
中
学
校
の
教
材
備
品
（
楽
器
な
ど
）
の
修
繕
費
で
す
。

生
涯
学
習
課

町
民
プ
ー
ル
は
、
利
用
者
も
多
い
の
で
開
放
の
検
討
を
す

べ
き
。

平
成　
年
度
町
民
プ
ー
ル
の
利
用
者
は
４
千　
人
で
短
期

２１

７７７

間
の
利
用
期
間
に
し
て
は
利
用
度
が
多
い
。
平
成　
年
度

２２

は
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
学
校
運
動
場
照
明
の
ス
イ
ッ
チ
は
、
コ
イ
ン
投
入
式
の

検
討
を
す
べ
き
。

利
用
者
が
早
く
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
り
、
遅
く
ま
で
照
明

が
点
灯
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
利
用
者
に
は
使
用

時
間
を
厳
守
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
コ

イ
ン
式
に
つ
い
て
は
、
予
算
的
な
面
も
あ
り
十
分
考
慮
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

文
化
課

堤
土
塁
歴
史
公
園
は
、
一
般
の
公
園
と
違
い
傾
斜
地
が
多

く
面
積
も
広
い
の
で
、
委
託
料
に
つ
い
て
は
考
慮
を
お
願

い
し
た
い
。

町
が
行
っ
て
い
る
公
園
管
理
、
草
刈
な
ど
同
種
の
業
務
委

託
料
に
つ
い
て
面
積
・
回
数
・
作
業
内
容
の
調
査
を
行
い
、

土
塁
公
園
の
特
殊
な
実
状
を
考
慮
し
、
委
託
料
の
是
正
に

向
け
検
討
し
補
正
予
算
を
計
上
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

QAQA

QAQAQA

QA QAQA

QAQA

予
算
特
別
委
員
会
報
告

QA



第 １５３ 号上 峰 町 議 会 だ よ り平成２２年４月２６日発行（　）９

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

合　計
34億327万7

千円

地方交付税
7億6,747万3千円

22.6%

国庫支出金
3億8,292万8千円 11.3%

その他
4億3,545万8千円

12.7%
町債

3億4,064万3千円 10.0%
町　税

12億5,550万3千円
36.9%

繰入金
4,960万2千円 1.5%

県支出金
1億7,167万円 5.0%

入るお金

使うお金

合　計
34億327万7

千円

民生費
7億3,649万2千円

21.6%

衛生費
5億326万3千円

14.8%

公債費
5億4,559万2千円

16.0%

教育費
4億2,688万8千円

12.5%

農林水産業費
3億4,108万4千円 10.0%

総務費
5億881万2千円

15.0%

その他
2億3,085万6千円 6.9%

土木費
1億1,029万円 3.2%

歳　入

◎国庫支出金
地域活性化・公共投資臨時交付金

……………１，７３８万８千円
地域活性化・きめ細かな臨時交付金

……………４，３２４万５千円
こども手当システム導入補助金

……………………３６１万円
◎諸収入
市町村振興宝くじ収益金配分金

……………１，４５４万９千円
◎町債
減収補てん債 ……………………７，１００万円

１億１，６６４万６千円増額して

総額３４億３２７万７千円となる
補正予算の主なものは…

 一　般　会　計  本会期までの累計 

補 正 予 算平成２１年度

 特　別　会　計 
土 地 取 得 特 別 会 計国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
１万９千円を増額し、総額１５２万６千円となる１５９万７千円を増額し、総額９億４，８２４万４千円となる
工 業 用 地 取 得 造 成 分 譲 特 別 会 計老 人 保 健 特 別 会 計
４万１千円を増額し、総額４８６万９千円となる３１０万２千円を減額し、総額５３１万９千円となる
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
１５６万５千円を増額し、総額５億６，２２５万９千円となる７２万５千円を減額し、総額８，４４６万２千円となる

歳　出
◎財政調整基金積立金

………１億３，１２２万４千円
◎通学福祉バス運営委託

………………１，５７５万円
◎こども手当システム導入委託

…………………３６１万円
◎乳幼児医療費助成   ……………５３６万４千円

◎町道補修等工事…………………１，５００万円

◎用悪水路整備工事…………………７００万円

◎小学校プール防水工事   ………４９３万５千円
◎ナイター施設改修工事

……………６０４万８千円

予

算
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万６千円
一般会計予算

衛生費
4億９，１５０万６千円

（１４．６％）

保健衛生費　 ２億１３０万円
清掃費　 ２億８，０７７万３千円
上水道費　 ９４３万３千円

総務費
3億４，００８万８千円（１０．１％）
総務管理費　 ２億３，１０５万円
徴税費　 ７，０６６万６千円
戸籍住民基本台帳費 １，９８２万８千円
選挙費　 １，４６１万７千円
その他　 ３９２万７千円

民生費
８億５９４万円（２４．０％）

社会福祉費　 ３億８，８８３万９千円
児童福祉費　 ４億４７万７千円
国民年金事務取扱費 １，６６２万４千円

その他
7億５８０万５千円（２０．９％）

議会費（議会活動）　 ５，８２３万１千円
消防費　 １億３，０３９万８千円
災害復旧費　 ２万円
公債費　 ５億５４１万２千円
予備費　 １，１７４万４千円

農林水産業費
3億５，８０４万６千円

（１０．７％）

農業費　 ３億５，７８６万６千円
林業費　 １８万円

教育費
3億３，４９６万９千円

（１０．０％）

教育総務費　  ９，３１５万８千円
小学校費　 ２，９８４万７千円
中学校費　 ２，５８７万８千円
幼稚園費　 １，４３９万３千円
社会教育費　 １億１，２２３万１千円
社会体育費　 ５，９４６万２千円

土木費
６，３１１万６千円（１．９％）
土木管理費　 ２，８４９万８千円
道路橋梁費　 ５５４万９千円
河川費　 ６４万１千円
住宅費　 １，５９４万９千円
都市計画費　 １，２４７万９千円

歳　出

商工費
２億６，２３２万６千円（７．８％）

商工費　 ２億６，００９万６千円
商工観光費　 ２２３万円

予

算
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特　別　会　計

３３億６，１７９
平成２２年度

３３億６，１７９万６千円
町　　　税 　 １２億４，９９２万７千円
地方交付税 　　７億７，７９６万７千円
分担金及び負担金　　 ５，２３６万８千円
使用料及び手数料　　 ６，６６３万７千円
国庫支出金 　　２億６，３７８万８千円
県  支  出  金 　　１億９，００７万４千円
繰　入　金 　　　  ５，８９０万５千円
町債（借入金） 　　４億４，８５１万６千円
そ　の　他 　  ２億５，３６１万４千円

歳　入

工 業 用 地
取 得 造 成 分 譲土 地 取 得農 業 集 落 排 水国 民 健 康 保 険

２億７，１９２万３千円
【歳入】
・繰入金 ２億７，１９１万９千円
・その他　 ４千円

【歳出】
・工業用地取得造成事業費

２億７，１９２万３千円

１万４千円
【歳入】
・財産収入　 １万１千円
・その他　 ３千円
　
【歳出】
・土木費　 １万３千円
・予備費　 １千円

5億１，８３０万３千円
【歳入】
・使用料及び手数料

１億２，３００万円
・繰入金

 ２億８，５３８万４千円
・町債（借入金）

１億３３０万円
・その他　 ６６１万９千円

８億８，５３９万１千円
【歳入】
・保険税

１億９，３４１万８千円
・国庫支出金

２億８１８万７千円
・療養給付交付金

５，５４５万９千円
・前期高齢者交付金

２億２，５４０万円
・共同事業交付金

１億１０８万６千円
・その他 　 １億１８４万１千円

【歳出】
・総務費

１億６，７８７万７千円
・公債費

３億４，２２２万６千円
・その他　 ８２０万円

【歳出】
・保険給付費

６億１，６２０万４千円
・後期高齢者支援金

８，２６３万４千円
・共同事業拠出金

１億１０８万８千円
・その他　　  ８，５４６万５千円

老 人 保 健後 期 高 齢 者 医 療
４３万１千円
【歳入】
・繰入金 ２１万４千円
・その他　 ２１万７千円
　
【歳出】
・医療諸費　 ２２万３千円
・その他　 ２０万８千円

８，０７８万２千円
【歳入】
・保険料 ６，３７９万円
・繰入金　 １，６６８万４千円
・その他　 ３０万８千円
　
【歳出】
・広域連合納付金

　７，９５８万４千円
・その他　 １１９万８千円

予

算
庁舎から鎮西山を望む
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９８７６５４３２１採 
決 
結 
果

議 
案 
番 
号

岡　
　

光
廣

伊
東　

盛
雄

井
上　

正
宣

矢
動
丸 

文

中
山　

五
雄

漆
原　

悦
子

松
尾　
　

仁

原
槙　

和
彦

松
田　

俊
和件　　　　　名

○○○○○○○○○可決鳥栖・三養基西部環境施設組合規約の変更について１第
1
回
臨
時
会 ○○○○○○○○○可決鳥栖地区広域市町村圏組合規約の変更について２

○○○○○○○○可決上峰町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例３

第
1
回
定
例
会

××××××××否決特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償の支給額の特例に関す
る条例の一部を改正する条例４

××××××××否決上峰町長及び副町長の給料の支給額の特例に関する条例の一部を改正す
る条例５

××××××××否決上峰町教育委員会教育長の給料の支給額の特例に関する条例の一部を改
正する条例６

○○○○○○○○可決上峰町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例７
○○○○○○○○可決上峰町一般職の職員等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例８
○○○○○○○○可決教育振興基金の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例９
○○○○○○○○可決上峰町工業用地取得造成分譲事業減債基金条例を廃止する条例１０
○○○○○○○○可決上峰町工業用地取得造成分譲特別会計条例を廃止する条例１１

○○○○○○○○可決上峰町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の一部を
改正する条例１２

××××××××否決上峰町長寿祝い金支給条例の一部を改正する条例１３
○○○○○○○○可決上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例１４

○○○○○○○○可決上峰町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例１５

○○○○○○○○可決第三セクター等改革推進債の起債に係る許可の申請について１６
××××××××否決上峰町副町長の選任について１７
○○○○○○○○可決平成２１年度上峰町一般会計補正予算（第５号）１８
○○○○○○○○可決平成２１年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）１９
○○○○○○○○可決平成２１年度上峰町老人保健特別会計補正予算（第３号）２０
○○○○○○○○可決平成２１年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）２１
○○○○○○○○可決平成２１年度上峰町土地取得特別会計補正予算（第２号）２２
○○○○○○○○可決平成２１年度上峰町工業用地取得造成分譲特別会計補正予算（第１号）２３
○○○○○○○○可決平成２１年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第４号）２４
○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町一般会計予算２５
○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町国民健康保険特別会計予算２６
○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町老人保健特別会計予算２７
○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町後期高齢者医療特別会計予算２８
○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町土地取得特別会計予算２９
○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町工業用地取得造成分譲特別会計予算３０
○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町農業集落排水特別会計予算３１

○○○○○○○○可決上峰町議会議員の議員報酬の支給額の特例に関する条例の一部を改正す
る条例３２

○○○○○○○○可決上峰町乳幼児医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例３３
○○○○○○○○可決上峰町職員採用試験及び電気通信事業法等の調査に関する決議－
○○○○○○○○可決排水路整備に関する請願について－
○○○○○○○○可決予算特別委員会審査報告書－
○○○○○○○○可決上峰町議会基本条例制定に関する決議－

○○○○○○○○可決特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例３４

第
2
回
臨
時
会

○○○○○○○○可決特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償の支給額の特例に関す
る条例の一部を改正する条例３５

○○○○○○○○可決上峰町長及び副町長の給料の支給額の特例に関する条例の一部を改正す
る条例３６

○○○○○○○○可決上峰町教育委員会教育長の給料の支給額の特例に関する条例の一部を改
正する条例３７

○は賛成　×は反対

討
論
採
決
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議
員

　

町
の
安
全
安
心
に
つ
い
て
、

場
外
舟
券
発
売
場
の
進
捗
状
況

と
こ
れ
か
ら
の
対
応
は
。

武
廣
町
長

　

一
戸
一
灯
運
動
の
加
入
戸
数

の
増
加
と
反
比
例
す
る
形
で
被

害
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
町

の
安
全
安
心
運
動
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

議
員

　
　

月
以
後
に
町
長
は
ウ
エ
ル

１２
ビ
ジ
ョ
ン
九
州
の
方
に
行
か
れ

た
の
か
。
ま
た
意
見
書
な
ど
を

提
出
さ
れ
た
か
。

武
廣
町
長

　

お
会
い
す
る
た
び
に
口
頭
で

要
望
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
環
境
対
策
委
員
会
に

お
け
る
要
望
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

議
員

　

口
頭
で
言
っ
て
も
残
ら
な
い
。

早
急
に
対
応
手
続
き
を
取
る
べ

き
と
思
う
。

武
廣
町
長

　

す
べ
て
文
書
で
出
す
と
い
う

視
点
も
あ
っ
た
が
、
一
向
に
動

き
が
な
い
の
で
文
書
を
出
す
こ

と
で
動
き
が
違
う
と
思
う
の
で

文
書
を
出
し
て
要
求
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
員

　

町
民
の
安
全
確
保
の
た
め
に

も
町
長
は
じ
め
議
会
が
一
丸
と

な
っ
て
早
急
に
ウ
エ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
九
州
に
意
見
書
を
提
出
し
要

望
を
聞
い
て
も
ら
う
よ
う
に
す

一一　般　質　問一一　般　質　問

そ 聞き聞きそこが聞きたい

安全安心な町づくりは

安全安心運動に努めます答答答答答答答答答答答答答答答答

中山　五雄 議員

ボートピア場外売場より県道への出入口

一
般
質
問

議
員

　

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
の

改
革
は
。
町
財
政
検
討
委
員
会

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
課

の
統
廃
合
で
参
事
が
で
き
る
と

思
う
が
そ
の
対
応
は
。

武
廣
町
長

　

機
構
改
革
は
参
事
も
含
め
て

議
論
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員

　

三
養
基
西
部
環
境
組
合
の
負

担
金
平
成　

年
度
２
千　

万
４

２２

５２４

千
円
、
平
成　

年
度
３
千　

万

２４

７１２

４
千
円
、
ホ
リ
カ
ワ
産
業
跡
地

２
億
７
千
万
円
の
借
り
か
え
、

い
ろ
ん
な
面
で
支
出
が
ふ
え
て

く
る
が
今
後
の
財
政
改
革
は
。

武
廣
町
長

　

実
効
性
の
あ
る
計
画
の
策
定

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員

　

い
じ
め
は
な
い
か
、
不
登
校

の
生
徒
は
い
な
い
か
。
教
育
委

員
の
選
任
は
。

大
隈
教
育
課
長

　

小
・
中
学
校
に
い
じ
め
は

あ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
不
登
校
生

徒
の
指
導
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

武
廣
町
長

　

教
育
委
員
の
選
任
は
早
い
段

階
で
。

議
員

　

今
後
も
い
じ
め
が
な
い
よ
う

目
配
り
気
配
り
の
ほ
ど
も
教
育

長
に
お
願
い
し
ま
す
。
よ
い
先

生
に
来
て
も
ら
え
ば
子
供
た
ち

の
将
来
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と

思
う
が
。

吉
田
教
育
長

　

私
は
で
き
な
い
と
か
そ
う

い
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
教

師
に
育
つ
よ
う
指
導
し
て
い
き

ま
す
。

る
の
が
務
め
と
思
う
が
。

武
廣
町
長

　

議
会
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

財
政
に
つ
い
て

答答答答答答答答答答答答答答答答

実
効
性
の
あ
る
計
画
策
定
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町

の

行

財

政

改

革

は

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

今
年
か
ら
総
合
計
画
を
策
定

一
般
質
問

議
員

　

平
成　

年
度
予
算
に
お
け
る

２２

財
政
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方

は
。

武
廣
町
長

　

町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
維
持
し
、
か
つ
財
政
の
健
全

化
、
安
定
化
と
い
う
も
の
を
図

る
た
め
に
、
基
本
的
に
は
、
極

力
新
規
の
事
業
を
行
わ
ず
、
起

債
を
伴
う
事
業
を
控
え
る
と
い

う
形
で
予
算
査
定
を
行
い
ま
し

た
。

議
員

　

中
・
長
期
の
財
政
計
画
は
。

武
廣
町
長

　

行
政
計
画
の
根
幹
で
あ
る
総

合
計
画
を
策
定
、
管
理
、
進
行

す
る
た
め
に
、
財
政
関
連
計
画

と
し
て
重
要
な
中
期
財
政
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
効
性
の
あ
る
財
政
関
連
を
軸

に
計
画
行
政
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
年
か
ら
総
合
計
画
を

策
定
す
る
わ
け
で
す
が
、
整
合

性
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
財
政

健
全
化
の
工
程
表
も
考
え
て
い

ま
す
。

議
員

　

行
政
改
革
と
し
て
課
の
統
廃

合
は
。

武
廣
町
長

　

職
員
数　
名
の
中
で
３
分
の

７５

２
を
役
職
者
が
占
め
て
い
る
と

い
う
形
を
普
通
の
あ
り
方
に
変

え
て
い
く
た
め
に
、
現
在
検
討

を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

議
員

　

町
独
自
の
滞
納
処
理
の
方
法

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

白
濱
税
務
課
長

　

佐
賀
県
の
滞
納
整
理
推
進
機

構
に
よ
る
処
理
件
数
お
よ
び
金

額
は
平
成　
年
度
引
受
額
１
千

２１

９
万
７
千　
円
で
収
入
額　
万

９００

６２７

５
千
円
、
（
住
民
税
）
固
定
資

産
税
、
国
保
税
、
軽
自
動
車
税

等
に
つ
い
て
は
引
受
額　
万
円
、

３７３

収
納
済
額　
万
３
千
円
、
平
成

１０４

　

年
度　
件
の
滞
納
の
督
促
を

２１

２５７

出
し
佐
賀
県
滞
納
整
理
推
進
機

構
に
引
き
続
ぐ
と
い
う
内
容
の

予
告
を
し
出
し
ま
し
た
。

議
員

　

町
の
滞
納
は
町
税
・
国
保
税

の
合
計
で
約
１
億
５
千
万
円
、

そ
の
う
ち
約
半
分
が
固
定
資
産

税
で
７
千　

万
円
あ
り
ま
す
。

４００

ま
ず
差
し
押
え
て
分
納
誓
約
を

と
り
、
分
納
し
た
ら
競
売
は
し

な
い
と
す
べ
き
で
は
。

白
濱
税
務
課
長

　

私
も
研
修
で
ま
ず
差
し
押
え

を
し
な
さ
い
と
指
導
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
方
向
で

努
力
し
ま
す
。

伊東　盛雄 議員

滞 納 対 策 は

答答答答答答答答答答答答答答答答答答 差押えをします

企画課

武 廣　 勇 平
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一
般
質
問

議
員

　

今
年
２
月
７
日
の
テ
レ
ビ
で

は
、
財
政
難
で
各
種
行
事
の
中

止
や
町
の
借
金　

億
な
ど
と
、

１３０

全
国
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風
呂
の

全
面
休
止
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス

低
下
と
な
る
平
成　

年
度
方
針

２２

が
数
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
長
の
考
え
は
。

北
島
企
画
課
長

　

町
の
借
金
総
額
は
平
成　
年
２１

度
末
で　
億
１
千　
万
円
。

９５

１００

議
員

　

町
長
は
施
政
方
針
の
中
で
、

情
報
の
共
有
と
相
互
理
解
を
深

め
る
こ
と
は
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
あ
る
が
、
中
央
公
園　
１２

億
、
お
た
っ
し
ゃ
館
３
億
の
借

金
報
道
の
根
拠
は
。

江
頭
総
務
課
長

　

一
部
違
っ
た
報
道
が
な
さ
れ

た
こ
と
は
事
実
で
す
。
今
後
は

き
っ
ち
り
し
た
窓
口
対
応
を
し

て
い
き
ま
す
。

武
廣
町
長

　

テ
レ
ビ
取
材
内
容
は
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
に
聞
い
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

お
た
っ
し
ゃ
館
の
風
呂
は
、

民
間
施
設
も
あ
る
の
で
、
代
替

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
福
祉
の
中
核
機
関

と
し
て
交
流
人
口
を
図
り
、
快

適
な
お
た
っ
し
ゃ
館
運
営
を
進

め
て
い
き
た
い
。

議
員

　
　

月
議
会
後
の
学
校
給
食
の

１２
進
捗
状
況
お
よ
び
新
年
度
の
取

り
組
み
は
。

大
隈
教
育
課
長

　

４
月
か
ら
の
学
校
給
食
食
材

は
民
間
委
託
前
の
業
者
に
打
診

を
し
、
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、

納
入
場
所（
佐
賀
市
久
保
泉
）ま

で
の
無
料
配
達
・
従
前
の
単
価

で
納
入
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
事
務
処
理
は

教
育
委
員
会
で
対
応
し
ま
す
。

川
原
子
ど
も
安
全
課
長

　

平
成　
年
度
の
校
内
安
全
パ

２２

ト
ロ
ー
ル
は
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
り
、
午
前
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
形
態
へ
移
行
し
、
午
後

を
保
護
者
で
や
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
協
議
の
結
果
な
り
ま
し
た
。

報道は間違い、実際は95億1,100万円答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

町の借金130億円の報道は

漆原　悦子 議員

学
校
教
育
新
年
度
の
取
り
組
み
は

答答答答答答答答答答答答答答答答

午
前
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
各
種
団
体
等
へ
移
行

中央公園整備事業
備　考金　額項　目

１，４０８，０００千円総 事 業 費
防衛省７５４，０００千円補 助 金

６５４，０００千円一 般 財 源
５６３，０００千円（うち起債）

平成２０年度決算
３３０，０００千円

（起債の　
 未償還額）

おたっしゃ館建設事業
備　考金　額項　目

５０１，５００千円総 事 業 費
日本財団１５８，１００千円補 助 金
町債務負担３４３，４００千円借 入 金

平成２０年度決算
２５１，３３８千円

（借入金の 
 未償還額）

上峰町学校給食物資　納入契約先一覧
産地等住　所平成２２年度契約先前々年度契約実績契約物資

上峰産・三養基産・県産みやき町原古賀㈱坂本ストアー八谷商店青果物資１
県産・国産久留米市大石町松本精肉店松本精肉店肉物資（牛肉）２
県産・国産みやき町原古賀石丸食肉産業㈱石丸食肉産業㈱肉物資（豚肉）３

県産・国産みやき町市武有フレンドリー有フレンドリー肉物資（鶏肉、
食肉加工品）４

水揚げ先（日本・外国）みやき町原古賀㈱坂本ストアー㈱坂本ストアー鮮　　魚５
県産吉野ヶ里町三津立石豆腐店立石豆腐店豆　　腐６
県産・国産みやき町市武六田竹輪蒲鉾企業組合六田竹輪蒲鉾企業組合竹輪・蒲鉾７
県産・国産みやき町白壁野口こんにゃく野口こんにゃくこんにゃく８
国産上峰町坊所有白井商店有白井商店調 味 料９
県産・国産みやき町市武中島製油工業所中島製油工業所製　　油１０
国産佐賀市嘉瀬町佐賀県ヤクルト販売㈱佐賀県ヤクルト販売㈱ヤクルト１１
三養基産・県産・
国産・輸入品佐賀市卸本町佐賀県学校給食会佐賀県学校給食会パン、一般物資１２

県産・国産・輸入品佐賀市嘉瀬町九州食品㈱九州食品㈱一般物資１３
県産八女市明治乳業㈱明治乳業㈱牛　　乳１４
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町
財
政
・
行
政
面
は

健
全
化
の
工
程
表
を
作
成

答答答答答答答答答答答答答答答答答答
議
員

　

町
の
財
政
・
行
政
面
に
対
す

る
今
後
の
方
針
は
。

武
廣
町
長

　

今
後
、
健
全
化
の
工
程
表
を

作
成
し
て
い
く
事
に
力
を
尽
く

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
財
政

検
討
委
員
会
な
ど
に
よ
り
、
事

務
事
業
の
洗
い
出
し
を
し
て
い

き
ま
す
。

議
員

　

昨
年　

月
の
議
会
に
お
い
て

１２

行
政
改
革
は
十
分
な
検
討
は
し

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
平
成　
１８

年
度
か
ら
の
行
政
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
副
課
長
で
構
成
す
る
行

政
改
革
検
討
委
員
会
を
設
け
て
、

改
革
を
検
討
し
て
い
る
と
発
言

さ
れ
た
が
進
捗
は
。

江
頭
総
務
課
長

　

一
つ
の
案
と
し
て
は
示
さ
れ

て
お
り
、
４
月
以
降
に
も
十
分

検
討
さ
れ
実
行
に
当
た
り
ま
す
。

武
廣
町
長

　

法
律
的
な
も
の
も
吟
味
し
、

さ
ら
に
意
見
を
加
え
、
機
構
改

革
の
姿
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員

　

施
政
方
針
で
広
報
紙
の
改
革

を
進
め
る
と
あ
り
ま
す
が
。

武
廣
町
長

　

情
報
の
共
有
と
相
互
理
解
を

進
め
る
一
環
と
し
て
改
革
し
、

行
財
政
の
運
営
を
わ
か
り
や
す

く
広
報
し
、
主
体
的
に
町
民
の

皆
様
が
町
の
行
財
政
を
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

松田　俊和 議員

一
般
質
問

議
員

　

平
成　

年
度
体
育
大
会
開
催

２２

予
定
は
。

武
廣
町
長

　

中
止
と
い
う
報
道
が
大
き
く

な
さ
れ
た
が
、
状
況
の
変
化
で

本
年
度
は
開
催
す
る
事
に
決
定

し
ま
し
た
。
（
最
初
は
中
止
）

議
員

　

本
年
度
に
お
い
て
賞
品
類
は

前
年
度
分
の
在
庫
が
あ
り
、
予

算
も
通
常
よ
り
少
な
く
て
済
み

町
民
延
べ
６
千
人
ぐ
ら
い
の
方

が
参
加
さ
れ
、
年
に
１
度
し
か

友
人
と
会
え
な
い
大
会
を
、
町

長
だ
け
の
判
断
で
中
止
す
る
こ

と
は
、
町
長
方
針
の
町
民
参
加

型
と
し
て
、
唯
一
大
規
模
参
加

で
あ
る
運
動
会
を
中
止
に
さ
れ

た
考
え
を
伺
い
た
い
。

武
廣
町
長

　

催
し
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
親
睦
、
交
流
を
深
め
る

と
い
う
観
点
で
必
要
と
い
う
こ

と
は
十
分
理
解
で
き
る
が
、
本

年
度
に
つ
い
て
は
、
催
し
ぐ
ら

い
や
っ
て
本
当
に
明
る
い
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員

　

開
催
後
、
近
隣
の
交
通
量
の

問
題
・
治
安
の
問
題
点
は
ど
の

よ
う
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

江
崎
建
設
課
長

　

最
近
ま
で
の
開
催
に
当
た
っ

て
は
現
地
確
認
と
し
て
目
立
っ

た
渋
滞
も
な
く
、
地
元
か
ら
の

苦
情
な
ど
無
い
の
が
現
状
で
す
。

議
員

　

現
地
に
は
警
備
員
の
方
が
深

夜
ま
で
監
視
さ
れ
て
お
り
安
全

面
、
防
犯
面
で
以
前
よ
り
良
く

な
っ
た
よ
う
で
す
が
。

武
廣
町
長

　

今
後
、
み
や
き
町
の
町
長
を

通
じ
防
犯
灯
の
設
置
な
ど
の
要

望
を
環
境
委
員
会
に
文
書
で
提

出
し
て
い
き
ま
す
。

町民体育大会中止とは

答答答答答答答答答答答答答答答答答答 笑顔が見られる大会にしたい

上峰町民体育大会

ボートピアの現状は

答答答答答答答答答答答答答答答答 環境面の充実を図る
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一
般
質
問

議
員

　

施
政
方
針
で
、
災
害
時
に
お

け
る
共
助
の
中
核
と
な
る
自
主

防
災
組
織
の
活
性
化
を
図
る
と

あ
る
が
、
新
聞
報
道
に
あ
っ
た

１
組
織　

％
の
組
織
の
現
状
と

１００

活
動
は
。

江
頭
総
務
課
長

　

全
町
を
網
羅
し
た
１
組
織
と

し
て
県
に
届
を
出
し
ま
し
た
が
、

県
か
ら
細
部
に
わ
た
っ
て
の
組

織
と
す
る
よ
う
に
指
導
を
受
け

て
い
ま
す
。
今
後
、
地
区
を
単

位
と
し
て
、
区
長
さ
ん
を
中
心

と
し
た
組
織
を
つ
く
り
、
皆
さ

ん
方
が
中
心
に
な
っ
て
自
主
的

に
い
ろ
ん
な
面
で
の
支
援
、
協

力
い
た
だ
け
る
体
制
づ
く
り
を

各
地
区
に
広
め
た
い
。

議
員

　

平
成　

年
議
会
に
お
い
て
、

１９

平
成　

年
度
に
本
部
車
両
１
台
、

２１

平
成　

年
度
に
各
部
の
５
台
を

２３

更
新
計
画
を
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
本
部
車
両
は
更
新

さ
れ
ま
し
た
が
、
各
部
の
車
両

更
新
は
計
画
ど
お
り
実
施
で
き

ま
す
か
。

江
頭
総
務
課
長

　

平
成
２
年
３
月
に
各
部
に
配

置
し
た
積
載
車
も　
年
経
過
し

２０

て
い
ま
す
が
、
大
き
な
故
障
も

な
く
実
際
の
活
動
に
は
支
障
が

な
い
状
況
で
す
。
最
近
、
補
助

制
度
も
な
く
な
っ
て
い
る
状
況

で
財
源
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
積
載
車
両
１
台　
５００

万
円
か
ら　
万
円
し
ま
す
。
順

６００

次
更
新
す
る
計
画
を
緻
密
に
立

て
て
今
後
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　

平
成　

年
度
で
終
る
行
政
改

２１

革
大
綱
は
切
れ
る
こ
と
な
く
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
考
え

ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

江
頭
総
務
課
長

　

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
は
最
大

限
の
努
力
を
し
て
、
平
成　
年
２２

度
中
に
し
な
け
れ
ば
、
財
政
計

画
の
問
題
な
ど
も
遂
行
で
き
な

い
の
で
努
力
し
て
い
き
た
い
。

武
廣
町
長

　

行
財
政
改
革
大
綱
、
健
全
化

に
向
け
て
の
プ
ラ
ン
は
平
成　
２２

年
度
に
実
行
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　

平
成　

年
度
予
算
か
ら
介
護

２２

保
険
、
ご
み
処
理
場
な
ど
の
負

担
金
が
増
え
続
け
ま
す
が
最
終

で
は
い
く
ら
の
増
加
に
な
る
か
。

ま
た
、
第
３
セ
ク
タ
ー
債
１
億

５
千
万
円
の
償
還
は
。

北
島
企
画
課
長

　

介
護
保
険
、
ご
み
処
理
、
し

尿
処
理
関
係
で
平
成　
年
度
と

２１

単
純
比
較
し
て
、
平
成　
年
度

２２

１
千　
万
４
千
円
、
平
成　
年

２５

２３

度
２
千　
万
３
千
円
、
平
成　

４４５

２４

年
度
４
千　
万
８
千
円
の
増
加

２６５

に
な
り
ま
す
。
第
３
セ
ク
タ
ー

債
は
平
成　
年
度
か
ら
１
千　

２３

６５０

万
円
の
償
還
に
な
り
ま
す
。

議
員

　

今
後
、
広
域
関
係
で
も
毎
年

負
担
金
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

歳
入
面
で
も
税
収
減
が
避
け

ら
れ
な
い
な
か
「
今
、
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
町
の

財
政
の
厳
し
さ
が
一
番
わ
か
っ

て
い
る
の
は
、
課
長
の
皆
さ
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
職
員
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
行
政
改
革
、
財
政

再
建
、
機
構
改
革
に
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
め
ば
、
議
会
も
町

民
も
本
当
に
協
力
は
惜
し
ま
な

い
と
思
い
ま
す
。
健
全
な
財
政

へ
向
け
て
町
長
の
決
意
は
。

武
廣
町
長

　

今
後
、
財
調
を
し
っ
か
り
と

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
検
討

委
員
会
の
議
論
に
な
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
声

を
聞
い
て
鋭
意
努
力
し
進
め
て

い
き
ま
す
。

◇
ほ
か
に

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

・
機
構
改
革
に
つ
い
て

原槙　和彦 議員

自主防災組織100％の実態は

今後、地区単位とした組織づくりを答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

財
政
健
全
化
計
画
は

答答答答答答答答答答答答答答答答

平
成
22
年
度
に
作
成

消
防
車
両
の

更
新
は

更新が待たれる消防車両
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中
学
校
体
育
館
南
側
の

治
水
対
策

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

早
急
に
関
係
者
と
協
議

議
員

　

前
回
も
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た

と
き
、
東
側
住
宅
地
一
帯
が
浸

水
し
て
い
る
が
、
洪
水
調
整
を

急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か

渡
辺
産
業
商
工
課
長

　

こ
こ
数
年
被
害
が
起
き
て
い

ま
す
。
原
因
と
し
て
、
外
記
の

た
め
池
周
辺
な
ど
の
開
発
に
よ

り
、
雨
水
が
流
れ
込
ん
で
、
上

流
か
ら
の
流
量
が
多
い
た
め
、

下
流
側
で
は
越
水
し
て
分
譲
地

へ
流
れ
、
冠
水
し
て
い
る
現
状

で
す
。
外
記
の
た
め
池
な
ど
調

整
池
と
し
て
活
用
、
そ
の
対
策

に
水
利
関
係
者
な
ら
び
に
、
地

元
の
方
々
と
協
議
、
お
よ
び
協

力
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
雨
期

前
に
協
議
の
場
を
設
け
て
、
少

し
で
も
被
害
が
小
さ
く
な
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。

議
員

　

消
防
団
か
ら
請
願
が
出
て
い

ま
す
が
、
大
字
堤
地
区
で
は
、

役
場
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
な

一
般
質
問

中学校体育館南側

大字堤地区の
緊急用防災サイレン

答答答答答答答答答答答答答答答答答答 早急に対応

井上　正宣 議員

議
員

　

船
石
地
区
か
ら
真
っ
す
ぐ
西

の
堤
地
区
公
民
館
へ
通
じ
る
道

路
整
備
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
ま
す
か
。

江
崎
建
設
課
長

　

農
道
舗
装
に
つ
い
て
は
、
農

業
農
村
整
備
事
業
管
理
計
画
が

あ
り
、
そ
の
路
線
に
つ
い
て
、

管
理
計
画
に
合
わ
せ
な
が
ら
、

補
助
事
業
に
の
せ
て
舗
装
を
し

て
い
く
計
画
で
す
。
ま
た
、
町

の
道
路
規
則
に
照
ら
し
合
わ
せ
、

両
地
区
の
区
長
さ
ん
と
協
議
し

な
が
ら
町
道
認
定
と
し
て
進
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
廣
町
長

　

通
行
に
不
便
が
多
く
、
補
助

対
象
と
し
て
、
農
業
農
村
整
備

事
業
管
理
計
画
が
あ
り
ま
す
の

で
今
後
、
課
長
と
相
談
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

い
。
初
期
行
動
に
支
障
を
き
た

す
が
早
期
の
対
策
を
。

江
頭
総
務
課
長

　

現
在
ど
う
い
う
方
法
が
い
い

の
か
、
消
防
署
か
ら
自
動
的
に

役
場
と
同
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
で
き
る
装
置
が
い
い
の
か
、

消
防
署
と
と
も
に
調
査
中
で
す
。

近
隣
の
基
山
町
の
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
対
応
を
し
て
い
く

考
え
で
す
、
経
費
も　
万
円
前

２００

後
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

一
番
良
い
方
法
で
早
急
に
対
応

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
廣
町
長

　

設
置
箇
所
の
調
査
、
設
備
の

ぐ
あ
い
、
経
費
の
算
定
を
し
た

後
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

単
年
度
で
で
き
る
か
考
え
な
が

ら
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

船
石
地
区
か
ら
堤
地
区
へ
の

道
路
を
町
道
認
定
へ

答答答答答答答答答答答答答答答答

両
地
区
の
区
長
さ
ん
と
協
議

役場屋上サイレン
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議
員

　

行
財
政
再
生
委
員
会
の
名
称

変
更
「
上
峰
町
改
革
会
議
」
に

さ
れ
て
い
ま
す
が
実
施
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

武
廣
町
長

　

昨
年
度
か
ら
実
施
に
向
け
て

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
検

討
中
（
進
展
な
し
）
。

議
員

　

昨
年　

月
定
例
会
後
の
進
展

１２

は
見
ら
れ
な
い
が
組
織
の
改
編
、

統
廃
合
計
画
は
。

武
廣
町
長

　

行
革
検
討
委
員
会
で
協
議
す

る
中
で
具
体
的
に
案
は
決
ま
っ

て
な
い
。
法
的
な
側
面
も
含
め

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
機
構

改
革
は
安
易
に
す
ぐ
実
行
に
移

せ
る
と
理
解
し
て
い
ま
し
た
が

足
り
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い

ま
す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
な
い
よ
う
努
め
進
め
て
い
き

ま
す
。

議
員

　

健
全
財
政
・
行
革
計
画
の
進

展
は
。

武
廣
町
長

　

平
成　
年
度
で
改
革
大
綱
が

２１

切
れ
る
に
伴
い
、
プ
ラ
ン
を
平

成　
年
に
作
っ
て
い
き
、
総
合

２２
計
画
を
作
る
た
め
に
、
平
成　
２２

年
・　
年
度
で
準
備
し
て
い
き

２３

ま
す
。

議
員

　

予
算
編
成
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
的
な

取
り
組
み
で
進
む
と
回
答
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
町
長
の
予
算

編
成
上
の
現
状
は
。

武
廣
町
長

　

予
算
特
別
委
員
会
で
指
摘
さ

れ
た
意
向
を
反
映
し
た
予
算
に

す
べ
し
と
判
断
し
た
結
果
、
前

向
き
に
努
力
し
て
い
く
。

議
員

　

予
算
編
成
で
、
人
件
費
・
広

域
負
担
金
・
償
還
計
画
の
取
り

組
み
状
況
内
容
は
。

武
廣
町
長

　

人
件
費
の
町
長　
％
カ
ッ
ト

５０

は
基
本
的
に
私
個
人
の
こ
と
と

い
う
こ
と
で
す
。
議
会
に
つ
い

て
は
、
財
政
状
況
を
示
し
た
後

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

広
域
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

極
力
町
の
負
担
、
拠
出
を
す
く

な
く
す
る
よ
う
努
力
を
し
て
い

く
。
（
償
還
計
画
は
具
体
的
に

示
さ
れ
ず
。
）

議
員

　

償
還
残
高
の
目
標
、
平
成　
２１

年
度
末
見
込
み
、　

億
１
千　

９５

１００

万
円
の
見
通
し
を
今
後
２
年
間

で
ど
の
程
度
ま
で
公
債
費
を
下

げ
て
い
く
計
画
で
す
か
。

武
廣
町
長

　

平
成　
年
度
末
、
未
償
還
額

２２

合
計　
億
４
千
万
円
・
平
成　

８８

２３

年
度
末　
億
円
と
計
画
し
て
い

８１

ま
す
。

議
員

　

経
営
基
盤
の
確
立
、
行
財
政

を
改
革
し
維
持
可
能
な
町
と
し

て
実
現
し
て
い
く
た
め
の
施
策

は
。

武
廣
町
長

　

歳
入
増
の
取
り
組
み
に
は
、

税
収
を
増
や
す
こ
と
、
企
業
誘

致
な
ど
を
図
っ
て
い
き
、
加
速

し
な
が
ら
企
業
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

議
員

　

事
業
計
画
の
中
で
、
ホ
リ
カ

ワ
産
業
跡
地
の
今
後
の
取
り
組

み
は
。

武
廣
町
長

　

町
有
地
に
な
っ
た
後
で
も
企

業
誘
致
を
図
っ
て
い
き
、
魅
力

的
な
部
分
を
示
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

議
員

　

健
全
財
政
を
配
慮
し
つ
つ

「
町
民
サ
ー
ビ
ス
」
の
予
算
編

成
、
質
を
落
さ
ず
現
状
維
持
し

て
い
く
計
画
と
は
。

武
廣
町
長

　

質
を
落
さ
ず
町
政
運
営
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
様
の

声
を
聞
き
な
が
ら
町
の
財
政
再

建
・
健
全
化
に
向
け
力
を
尽
く

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
般
質
問

健全な財政計画は

住民サービスの低下がないよ
う進める

答答答答答答答答答答答答答答答答

岡　　光廣 議員

中学校体育館南側

これからの町政運営は

答答答答答答答答答答答答答答答答答答 企業誘致の積極的推進
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議
会
活
動

常任委員会視察研修常任委員会視察研修

　

議
会
基
本
条
例
と
は
？　

　

地
方
分
権
が
進
む
に
つ
れ
、

地
方
議
会
の
役
割
は
広
範
囲
と

な
り
、
そ
の
責
任
の
度
合
い
も

重
く
な
っ
て
い
る
。
議
会
は
執

行
機
関
の
監
視
役
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
そ
の
持
て
る
権
能
を

十
分
に
駆
使
し
て
、
自
治
体
事

務
の
立
案
、
決
定
、
執
行
、
評

価
に
お
け
る
論
点
、
争
点
を
広

く
住
民
に
明
ら
か
に
す
る
責
務

を
有
し
て
い
る
。

　

議
会
基
本
条
例
と
は
、
こ
の

よ
う
な
使
命
を
達
成
す
る
た
め

に
不
可
欠
な
取
組
み
に
つ
い
て

明
文
化
し
た
も
の
で
、
全
国
で

　

前
後
の
自
治
体
で
制
定
さ
れ

１００て
い
る
。

　

栗
山
町
議
会
は
、
平
成　
年
１８

に
全
国
で
初
め
て
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
、
条
例
に
基
づ
き

次
の
よ
う
な
取
組
み
を
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

○
町
民
や
各
種
団
体
と
の
意

見
交
換
の
た
め
の
議
会
主

催
に
よ
る 
一
般
会
議
の

設
置

　

○
重
要
な
議
案
に
対
す
る 

議
員
の
賛
否
を
公
表

　

○
町
民
に
対
す
る 
議
会
報

告
会
の
開
催

　

○
議
員
の
質
問
内
容
を
明
確

に
す
る
た
め
に
、
町
長
や

職
員
へ
の 
反
問
権
の
付

与

　

○
議
員
相
互
間
の 
自
由
討

議
の
推
進

　

上
峰
町
議
会
に
お
い
て
は
、

３
月
定
例
会
で
「
議
会
基
本
条

例
検
討
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
重
要
な
取

組
み
の
導
入
に
向
け
た
調
査
、

検
討
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　平成２２年１月２０日および２１日に、北海道栗山町議会と南幌町議会を訪問し、それぞれの町政運営
や議会運営について視察研修しました。

全
国
初
の
議
会
基
本
条
例
を
制
定

１
月
20
日

　

栗
山
町
議
会

　

栗
山
町
議
会

　

栗
山
町
議
会

　

平
成　
年
３
月
、
隣
町
と
の

２１

合
併
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
の

結
果
、
自
立
の
道
を
選
択
し
た

南
幌
町
で
は
同
年
５
月
に
「
南

幌
町
の
行
財
政
を
考
え
る
町
民

会
議
」
を
発
足
さ
せ
、
５
ヵ
月

に
お
よ
ぶ
審
議
の
末
、
町
財
政

基
盤
の
立
て
直
し
を
目
的
と
し

た
「
南
幌
町
自
立
緊
急
実
行
プ

ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
平
成　
年
度

２５

ま
で
に
町
財
政
を
立
て
直
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、　
項
６７

目
の
行
財
政
改
革
方
針
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、

町
民
税
な
ど
の
税
率
ア
ッ
プ
、

下
水
道
使
用
料
金
の
引
き
上
げ
、

各
種
証
明
発
行
手
数
料
の
見
直

し
な
ど
、
住
民
へ
の
負
担
増
と

な
る
項
目
が
含
ま
れ
る
が
、
住

民
投
票
で
単
独
自
立
の
道
を
選

ん
だ
か
ら
に
は
応
分
の
負
担
は

仕
方
な
い
と
の
考
え
で
、
改
革

は
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

南
幌
町
の
財
政
状
況
を
み
る

と
、
上
峰
町
の
状
況
と
似
通
っ

た
点
が
多
々
あ
り
、
当
町
の
行

財
政
改
革
を
進
め
る
う
え
で
参

考
と
な
る
も
の
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

単
独
自
立
の
道
を
選
択

１
月
21
日

　

南

幌

町

　

南

幌

町

　

南

幌

町

栗山町での研修

南幌町での研修
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議
会
活
動

常任委員会視察研修　

議
会
議
員
在
職　
年
以
上
の
自
治
功
労
者
と
し
て
、
佐
賀
県
町
村

１１

議
会
議
長
会
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

自

治

功

労

者

表

彰

　

自

治

功

労

者

表

彰

　

自

治

功

労

者

表

彰

左から伊東議員、吉富議長、岡副議長、井上議員

　

平
成　
年
２
月
２
日
、
県
議
長
会
主
催
の
議
会
広
報
研
修
会
が
佐

２２

賀
市
自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら
も
広
報
編
集
委
員
が
参
加

し
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
の
う
ち
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
こ
れ
ま
で
上
峰
町
議

会
が
発
行
し
た
議
会
だ
よ
り
を
熊
本
日
日
新
聞
社
編
集
局
の
越
地
真

一
郎
氏
に
プ
ロ
の
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、
改
善
す
べ
き
点

な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
今
後
の
紙
面
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議

会

広

報

研

修

会

　

議

会

広

報

研

修

会

　

議

会

広

報

研

修

会

　

町
議
会
議
員
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
い
た
、
松
尾
仁
議
員
が

２
月　
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

１５

享
年　
歳
。
平
成　
年
１
月　

７５

１９

２１

日
に
議
員
就
任
以
来
、
委
員
会

で
は
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
・

議
会
広
報
編
集
委
員
会
に
所
属
さ
れ
、
町
発
展
の
た
め
多
方
面
で
活

動
を
さ
れ
ま
し
た
。
生
前
の
議
会
活
動
に
対
す
る
熱
意
、
積
極
的
な

活
動
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

訃　

報

　

訃　

報

　

訃　

報
（故）松尾　仁　議員

　

新
潟
県
聖
籠
町
議
会
の
会
派
視
察
の
た
め
、
本
町
議
会
に
来
訪
さ

れ
ま
し
た
。

　

聖
籠
町
は
本
町
と
同
様
、
合
併
せ
ず
に
単
独
で
の
町
づ
く
り
を
推

進
さ
れ
て
お
り
、
町
政
運
営
に
お
け
る
議
会
の
取
組
や
議
会
広
報
誌

の
編
集
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

新
潟
県
聖
籠
町
議
会
よ
り
来
訪

新
潟
県
聖
籠
町
議
会
よ
り
来
訪

新
潟
県
聖
籠
町
議
会
よ
り
来
訪

（
平
成
22
年
３
月
26
日
）

せ
い
ろ
う

せ
い
ろ
う

せ
い
ろ
う

左から伊東議員、吉富議長、岡副議長、井上議員
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あ 
と 
が 
き

　

議
会
だ
よ
り

　
　

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

漆
原
悦
子

副
委
員
長　

松
田
俊
和

委　
　

員　

井
上
正
宣

委　
　

員　

原
槙
和
彦

元
気気

シ
リ
ー
ズ
1

上
峰
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

上
峰
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

次
回
は

男
子
バ
レ
ー

男
子
バ
レ
ー

男
子
バ
レ
ー

　

桜
の
花
か
ら
新
緑
の
季

節
と
変
わ
り
ゆ
く
今
日
こ

の
頃
、
皆
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

４
月
は
入
園
式
・
入
学

式
・
入
社
式
と
人
生
最
大

の
変
換
期
で
す
ね
。
生
活

環
境
の
変
化
は
人
生
の
な

か
で
の
貴
重
な
経
験
で
あ

り
ま
す
。
若
い
人
た
ち
は
、

大
変
な
時
期
で
も
あ
り
ま

す
が
多
少
の
不
安
と
、
将

来
へ
の
希
望
を
持
っ
て
、

人
生
を
前
進
し
て
い
か
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
大
人
の
世
界
は

報
道
に
よ
る
と
色
々
と
暗

い
面
が
多
く
伝
わ
っ
て
お

り
ま
す
が
、
厳
寒
の
冬
を

我
慢
し
て
迎
え
た
新
春
を

力
強
く
、
明
る
く
、
楽
し

く
新
年
度
を
踏
み
出
し
て

行
こ
う
で
は
、
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

議
会
は
、
町
民
の
皆
様

と
共
に
創
意
工
夫
を
図
り

な
が
ら
行
財
政
改
革
、
福

祉
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

議会活動としての議会活動としての議会活動としての 行　事行　事行　事
１０９８７６５４３２１
吉
富　
　

隆

岡　
　

光
廣

伊
東　

盛
雄

井
上　

正
宣

矢
動
丸 

文

中
山　

五
雄

漆
原　

悦
子

松
尾　
　

仁

原
槙　

和
彦

松
田　

俊
和

○○○○×○○○○○１月１０日成人式
○○○○×○○○○○１月１７日出初式
○○○○×○○○○○全議員研修（１/２０～１/２２）
○○○○×○○○○○１月２５日平成２１年度町村議会議員研修会

○○○○○２月２日平成２１年度町村議会広報研修会
○○○○×○○○○○２月４日市町村行政講演会
○○××××○×○○２月１４日上峰幼稚園音楽発表会
○○○○○○○○○２月１６日同和問題地区別研修講座
○○○○○○○○○３月１２日上峰中学校卒業式
○○○○○○○○○３月１３日北方領土返還要求佐賀県民集会
○○○○×○○○○３月１８日上峰小学校卒業式

○は出席　　×は欠席　　△は別公務

　

今
は
亡
き
、
少
年
剣
道
ク
ラ

ブ
の
合
瀬
藤
雄
前
会
長
の
意
志

を
引
き
継
ぎ
「
交
剣
知
愛
」
・

「
負
け
て
よ
し
、
勝
っ
て
な
お

よ
し
」
と
教
え
を
も
と
に
指
導

を
し
て
い
ま
す
。

　

剣
道
の
理
念
は
人
間
形
成
の

道
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

礼
儀
を
重
ん
じ
、
暑
い
日
、
寒

い
日
、
雨
風
の
時
も
精
神
を
き

た
え
、
立
派
な
社
会
人
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
厳
し
い
で
す
が
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
北
山
キ
ャ
ン
プ
、

お
別
れ
会
な
ど
、
楽
し
い
こ
と

も
沢
山
あ
り
ま
す
。
保
育
園
、

幼
稚
園
か
ら
６
年
生
ま
で
週
３

回
、
火
・
木
曜
は
小
学
校
体
育

館
、
金
曜
日
は
武
道
館
、
時
間

は　
時
か
ら　
時　
分
ま
で
練

１８

１９

３０

習
を
し
て
い
ま
す
。

代　
　

表　
八
谷
日
出
夫

師　
　

範　
井
上　
正
宣

指 
導 
者　
杠　
　
茂
喜

　
 
〃 　
　
石
松　
裕
邦

　
 
〃 　
　
門
岡　
　
信

　
 
〃 　
　
定
松　
廣
大

育
成
会
長　
合
原　
勝
利


